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活動事例 産業界支援 海外規格相談・事前評価試験等の 
取り組み 支援先 

県内中小企業 
 

【内 容】 
当センターでは，CEマーキングなど海外規格に関する相談や， 

規格適合に向けた事前評価試験の実施など，海外展開を図る企業 

支援を強化するため，「広域首都圏輸出製品技術支援センター 

（MTEP）」において，1都 10県 1市の公設試連携による技術的 

支援を行っています。 

 

(１)海外規格等専門相談員による相談対応 

海外規格等に関するご相談に際しては，専門相談員や職員に 

よる対応のほか，テレビ会議システムによる他県の専門相談員 

との相談を実施しています。また，海外支援セミナーを開催し， 

海外展開についての説明を行っています。 

(２)さまざまな技術分野への国際規格対応試験 

国際規格に適合させるための事前の EMC関連試験や金属材料・ 

高分子材料引張試験，RoHS指令適合に関する分析試験など，企 

業ニーズに応じた各種試験に対応します。 

基礎となった事業  

現在の担当部門 産業連携室 室  長  齋藤 和哉 

係  長  井野瀬 貴規 

TEL: 029-293-7213 

 

活動事例 産業界支援 茨城県・栃木県結城紬研究試作品 
合同展示会の開催 支援先 

結城紬産地 
 

【内 容】 
11 月 11 日～12 日の結城紬ウィーク（結城紬ウィーク実行委員会主催）期間中,結城市民情報セン

ター3階において結城紬に関する研究紹介及び研究試作品,研修生作品等 21点を紹介する展示会を，

当所と栃木県産業技術センター紬織物技術支援センターとの合同で開催しました（図 1）。 

茨城県人気投票第１位の「100亀甲帯状亀模様」（図 2）は設計図案を合わせて展示することで，

実物の着物と見比べながら模様を探すなど，興味深く見学していただきました。栃木県人気投票第

1位の「100亀甲総柄並び亀甲」（図 3）は，落ち着いた色味でも亀甲柄をモダンにレイアウトする

作品で人気を得ました。また，簡易機織り機（図 4）による機織り体験や，「着心地や素材の良さ」

のパネル説明を通して，一般消費者や着物を着る側の視点から意見を聞く貴重な場となりました。           

 

 

 

 

 
 
 
     図１ 展示会場の様子   図２ 茨城県人気投票   図３ 栃木県人気  図４ 簡易機織り機による 

投票第１位        投票第 1位     織物体験 
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図２ 微小蛍光 X線分析装置 

図１ 専門相談 


